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Zusammenfassung

 Anfang des 20. Jahrhunderts entstand in Europa die sogenannte Gymnastikbewegung, in der man 

statt des förmlichen Spieß-Maul Systems und der formalisierten schwedischen Gymnastik eine neue 

Gymnastik suchte. In dieser Bewegung fanden drei wichtige Tagungen, an denen Vertreter aller 

neuen Gymnastikschulen teilnahmen,statt. Es waren die Tagung für künstlerische Körperschulung 

1922 in Berlin, die Tagung zum Thema “Gymnastische Körperbildung” 1926 in Düsseldorf und die 

Tagung zum Thema “Gymnastik als Menschenbildung” 1931 in München. Diese Tagungen schufen 

einen starken Zusammenhalt zwischen diesen neuen Gymnastikschulen. Im Jahr 1935 wurde das 

Standardwerk die “Deutsche Gymnastik”, die zur Richtlinie der neuen Gymnastik wurde,publiziert. 

In der “Deutschen Gymnastik” wurde das Arbeitsgebiet der neuen Gymnastik, das aus fünf Teil-

gebiete bestand, aufgezeigt. Das wurde von der Gymnastik H.Medaus übernommen und hat bis 

zum heutigen Tag bestand. Aber über die Bewegungsgestaltung im Arbeitsgebiet wurde nur wenig 

beshrieben und es war sehr schwierig zu verstehen.

 Ziel der vorliegenden Arbeit ist es, den Sinn der Bewegungsgestaltung in der Gymnastik zu 

klären. Dabei soll O.F.Bollnow, Gestaltung als Aufgabe, berücksichtigt werden. Der Aufsatz steht 

im Bericht “IV. Kongress für Leibeserziehung 4.-7.Oktober 1967 in Stuttgart” zum Thema “Die Ge-

staltung”.
 In der neuen Gymnastik wird die Bewegungsschulung oder die Bewegungsbildung durch das 

Arbeitsgebiet, das aus “Grundschulung der Bewegung”, “Haltungsschulung” und “Bewegungsent-

wicklung” usw. besteht, verwirklicht. Eines der letzten Teilgebiete, die entstanden sind, ist die Bewe-

gungsgestaltung. O.F.Bollnow schrieb daß Gestaltung nichts tierisches sondern etwas menschliches 

war. Aber Gestaltung zugleich nicht durch Absicht und  Wille, also den Geist beherrscht wurde 

und keinen Zweck außer der Gestaltung selbst hatte. Das Ziel in der Bewegungsgestaltung ist der 

gestalthafte organisch-ganzheitliche Fluß der Bewegung. Man will diesen immer mehr vervollkomm-

nen.

 So ist die Bewegungsgestaltung als reines Kern am Ende der Bewegungsschulung in der Gymnas-

tik. Das wird im Zusammenspiel oder in der Vorführung auf Festen der Gymnastik vollendet. Das 

verdeutlicht uns, daß Gymnastikveranstaltungen wie die  Gymnaestrada, die weltweit stattfindet, 

sehr wichtige Gelegenheiten nicht nur für die Leistungsvorführung sondern für die Vollendung der 

Bewegungsschulung sind.

原　著
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はじめに

 20世紀の初め頃、ヨーロッパでは体操改革運動
が起こり、それまでのシュピース＝マウル方式の
体操や形式化したスウェーデン体操に代わる新し
い体操が求められた。このシュピース＝マウル方
式の体操やスウェーデン体操は、初期にはそれぞ
れ独自の道を歩んだものの、19世紀後半には合理
的な体操としてヨーロッパ各国に普及し、さらに
世界各国に伝えられた。当時の自然科学万能の合
理的精神に基づくこれらの体操は、幾何学的で形
式的な集団運動の堅苦しいものが支配的であっ
た。その後、このような体操に対して、あまりに
形式的、人為的であり、まるで鋳型にはめられた
操り人形のようであるという批判1）が高まり、体
操改革運動が起こり、形骸化した体操に魂（命）
を吹き込むことが目指された。
 この体操改革運動の流れのなかで、新しい体
操の諸派が集まり  3 つの大きな会議が開かれ
た2）。「芸術的な身体修練のための会議（Tagung 

für künstlerische Körperschulung）」（1922年、
ベルリン）、「体操的身体陶冶（Gymnastische 

Körperbildung）の会議」（1926年、デュッセ
ルドルフ）、そして「人間形成としての体操
（Gymnastik als Menschenbildung）の会議」
（1931年、ミュンヘン）である。これらの活動を
通して新しい体操の諸派は強く結びついていっ
た。そして、1935年にF.ヒルカーによって『ド
イツ体操（Deutsche Gymnastik）』3）が公にさ
れ、新しい体操の拠り所となる指導要領が作り
上げられた4）。この『ドイツ体操』に示された
「体操の研究領域」の内容はH.メダウ（Hinrich 

Medau,1890－1974）の体操を経て、今日まで引
き継がれている。
 しかし、『ドイツ体操』に示された  5  つ
の「体操の研究領域」のうち  5  番目に提示
されている「動きのゲシュタルトゥング
（Bewegungsgestaltung）」5）については、体操
改革運動の当時から記述も少なく、大変わかり
にくいものであった。本研究では、「ゲシュタル

トゥング」をテーマにして1967年にシュトゥット
ガルトで開催された第 4 回体育専門家会議の報告
書のなかからO.F.ボルノーの論文「課題として
のゲシュタルトゥング（Getaltung）」6）に焦点を
あて、それを手掛かりにして『ドイツ体操』やそ
の後に引き継がれた体操の研究領域「動きのゲ
シュタルトゥング（Bewegungsgestaltung）」の
意味を明らかにする。用いる主な資料は、『ドイ
ツ体操』、『新しい体操（Moderne Gymnastik）
　　メダウの教授法』7）および「課題としてのゲ
シュタルトゥング」である。

Ⅰ． ドイツ体操の研究領域に掲げられた
 「動きのゲシュタルトゥング」

 『ドイツ体操』に提示された「ドイツ体操
の研究領域」8）の具体的内容は、「動きの基礎
修練（Grundschulung der Bewegung）」、「姿
勢修練（Haltungsschulung）」、「動きの発展
（Bewegungsentwicklung）」、「動きと手具
（Bewegung und Gerät）」、そして「動きのゲ
シュタルトゥング（Bewegungsgestaltung）」
の 5 つである。
 この「動きのゲシュタルトゥング」について
は、『ドイツ体操』ではほとんど説明されていな
い。しかし、暗示的に音楽、詩やダンスとの関係
に言及されている。ダンスとの関係については次
のように述べられている。「地域社会の祝祭のと
きの運動表現によるコミュニケーションとして
のダンスは、ドイツ体操の課題のなかに含まれ
る。一方芸術ダンスはそれ独自の芸術的領域に入
る。」9）このように、動きのゲシュタルトゥングに
ついては、体操と他の運動芸術領域との共通部分
にひとつの大きな可能性が見出されているように
思われる。また、次のようにも述べられている。
「ドイツ体操は、日常生活の課題だけでなく祝祭
のゲシュタルトゥングのためにも、ドイツ人の運
動感覚や運動能力を訓練しようとするものであ
る。それゆえ、動きのゲシュタルトゥングは、パ
レード、輪舞、運動遊戯、民俗舞踊の準備をする
ことによって地域社会の祭りを助けることを課題
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とする。その際には個人の特別な才能や芸術的な
技能を際立たせることではなく、私たちが既に
もっている能力、祝祭の体験や祝祭的運動に関す
る能力を発達させることに重きがおかれる。やっ
てみせることや見物することが重要なのではな
く、それに参加すること、共に行うことが重要
なのである。」10）そして、挿絵として図28「動き
のゲシュタルトゥング（1922年の運動遊戯）」、
図29「動きのゲシュタルトゥング（民俗舞踊の
ステップ）」、図30「動きのゲシュタルトゥング
（ケルンテンの歌）」、図31「動きのゲシュタル
トゥング（夏祭りの民俗舞踊）」の写真のみが示
されている11）。このような『ドイツ体操』のなか
の記述にあてはまる例を、体操改革運動当時の体
操諸派の活動のなかに探すと、R.v.ラバンに行
き着く。彼は、「技を競い合うのではなく、参加
し、共演する」ということを重要視して、「動き
の合唱」を通してコミュニケーションとしてのダ
ンスを展開した12）。この『ドイツ体操』の他にも
当時の著作のなかには、ゲシュタルトゥングにつ
いて扱ったもの13）があるが、いずれも難解であ
る14）。
 ともあれ、この『ドイツ体操』に示された「動
きのゲシュタルトゥング」を含む「体操の研究領
域」の内容は、のちにH.メダウの体操に引き継
がれていく。

Ⅱ． H.メダウの体操における研究領域

1. H.メダウの体操（Moderne Gymnastik）
 1967年に、H.メダウ（Hinrich Medau, 1890－
1974）15）は、その妻 S.メダウ（Senta Medau）
および協力者である J.ホーラー＝フォン・デ
ア・トレンク（Jutta Holler－von der Trenck）
とともに『新しい体操　　メダウの教授法』を
出版し、彼の体操の理論と指導法を明らかにし
た。そのなかで、彼は体操の目的として次の 3 つ
の柱をたてている16）。健康（Gesundheit）、よい
形態と姿勢（der guten Form und Haltung）、
そして、目的に適した洗練された動き（der  

sinnvollen und kultivierten Bewegung）であ

る。
 これらの目的を達成するために、彼は教材を
次の 4 つの項目にまとめ、体操を体系づけてい
る17）。
（1）． からだづくり（Körperbildung）18）

器官体操　　呼吸と姿勢の修練
（2）． 動きづくり（Bewegungsbildung）19）

基本運動（歩く、走る、振る、跳ぶ、そし
て、はずむ）から始めて、その変化、発展
手具を補助として

（3）． 動きのゲシュタルトゥング
 （Bewegungsgestaltung）
基本運動を形態、空間、時間、力動性など
の観点から変化、発展させ、組み合わせる
フォークダンスや社交ダンスからの一連の
運動やモチーフを用いて

（4）． 運動技能（Bewegungsleistung）
技能は目標ではなく、成果として

 そして、体操の研究領域として、彼は次の 7 つ
を挙げている20）。
・基本運動（Grundformen der Bewegung）
・姿勢教育（Haltungserziehung）
・動きの発展（Bewegungsentwicklung）
・空間における動き（Bewegung im Raum）
・動きのゲシュタルトゥングとダンス
　（Bewegungsgestaltung und Tanz）
・器官体操（Organgymnastik）
・動きの発展の基本型（Grundformen der 

Bewegungsentwicklung）

 2 ． ドイツ体操の研究領域とメダウの体操の研究
領域

 ここでは、メダウが挙げたこれらの体操の研究
領域をドイツ体操のそれと比較してみる。まず、
メダウの「姿勢教育」21）、「器官体操」22）は、ドイ
ツ体操の「姿勢修練」の展開と捉えられる。メダ
ウはこれら 2 つのうち特に器官体操を、呼吸に注
目し医学者・生理学者の研究の援助を受けてまと
めた。彼は、この器官体操を「からだづくり」の
課題のなかで扱っているが、器官体操を特に重要
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なものとして強調し、それから「動きづくり」へ
と発展させることのできる最も基礎的なものであ
るとしている。この器官体操は、体操改革運動当
時のメンゼンディーク等の呼吸体操23）の流れを
汲むものとみることができる。
 次に、「動きづくり」については、ドイツ体操
の「動きの基礎修練」、「動きの発展」、「動きと手
具」を受け継ぎ、メダウは「基本運動」、「動きの
発展」、「空間における動き」、「動きの発展の基本
型」とした。これは、ボーデの表出体操やラバン
のダンス的体操の流れを汲む、リズミカルな「動
きの修練」、すなわち「動きづくり」を課題にす
るものである。手具体操については、メダウもま
た「動きづくり」の補助としてボール、棍棒、輪
などの手具を用いたのであるが、彼はそれと運動
技能や芸術性の追求を結びつけ、全く新しい分
野、すなわち新体操競技への道を開いた。
 そして、ドイツ体操の「動きのゲシュタルトゥ
ング」をメダウは「動きのゲシュタルトゥングと
ダンス」として受け継いだ。これについてメダウ
は次のように説明している。動きのゲシュタル
トゥングについては、「生の衝動や躍動としての
自己表現や内面化に関わる形成的な活動であるこ
とが重要である」24）として、リズム、力動性、緩
急法、空間・時間・力、音や色、光と影、緊張
と弛緩等々の関連で、「ゲシュタルトゥングの法
則を追求し」25）、「ひとつの全体を形成しようとす
る」26）ものである。
 これらのことからわかるように、体操改革
運動、ドイツ体操、そしてメダウの体操へと
続く、新しい体操諸派の活動は、シュピース
＝マウル方式の体操や形骸化したスウェーデ
ン体操の部分運動の組み合わせによる「か
らだづくり」（Körperbildung）の体操から、
リズミカルな「動きの修練、動きづくり」
（Bewegungsschulung, Bewegungsbildung）へ
とその重点を大きく移していったのである。その
ような流れのなかで、「動きのゲシュタルトゥン
グ」という言葉は、常にこの「動きの修練、動き
づくり」とともに用いられてきたが、具体的な説

明はされてこなかった。
 この「動きのゲシュタルトゥング」は、60年代
になって再び注目されるようになり、第 4 回体育
専門家会議のテーマに取り上げられた。

Ⅲ． 「課題としてのゲシュタルトゥング
 （Gestaltung）」について

 1 ．ゲシュタルトゥングについて
 1967年10月 4 日～ 7 日にシュトゥットガル
トで開催された第  4  回体育専門家会議（IV.  

Kongress für Leibeserziehung 4.－7. Oktober 

1967 in Stuttgart）は「ゲシュタルトゥング」を
テーマにして行われた。
 O.F.ボルノー（Otto Friedrich Bollnow, 1903

－1991）27）は、その会議の初日に「課題としての
ゲシュタルトゥング（Getaltung）」という講演
を行った。これは同名の論文として会議の報告書
に掲載されている。彼は、この論文のはじめに、
「哲学的な立場から、ゲシュタルトゥングの概念
を明らかにし、人間の生の包括的な関連における
その意味を特徴づけ、身体運動の領域におけるそ
の機能を体育の視点から明確にする」28）という課
題を担うと述べている。
 そして、彼は、次のように論を展開している。
「ゲシュタルテン（gestalten）は、形を与え
る、的確な方法で形づくることを意味し、…（中
略）…ゲシュタルトゥング（Gestaltung）は、
主としてその過程と理解され、形づくられたもの
がゲシュタルト（Gestalt）29）であると考えられ
る」30）。「ゲシュタルトゥングは、初めは空間的な
形成物であった。これを最初に時間的な事象に用
いたのがゲシュタルト心理学31）であった。それ
以後、ゲシュタルトはメロディーなど、時間的領
域でも言われるようになり、そして動きのゲシュ
タルトゥングも問題にされるようになった。」32）

ゲシュタルトゥングという言葉は「20世紀初めの
芸術教育運動33）やそれを方向づけた生の哲学34）

などの精神史的文脈のなかにある」35）。「その後、
特に近年（20年代以来）しばしばこの語が用いら
れるようになってきている。そのことから、人間
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のより深い欲求がその基礎にあるということが
推測される。」36）O.F.ボルノーは、このようにゲ
シュタルトゥングの欲求、願望に言及し、「この
新しい欲求を言い表すためにはこれまで使われて
きた形成（Formung）や陶冶（Bildung）では
十分ではない。」37）と論を進めている。
 さらに、彼は、このこれまで使われてきた言葉
を越え出て、それでは表しきれない欲求に関わる
言葉としてゲシュタルトゥングを次のように説明
している。「ゲシュタルトゥングは、生存をめぐ
る闘争において必死で我が身を守るような状況
ではその展開の余地をもたず」38）、また「必要性
（目的）と関心によって決定されるような労働の
世界でも起こり得ない」39）。「それは、それらを越
えた自由の余地のあるところで、初めて美しく、
好ましい形の可能性を育てる」40）。「ゲシュタル
トゥングは、合理的に形成された生活世界の制約
を越えて、より高い自由へと人々を導くようなも
のである。私たちが道端で摘み取り、部屋のコッ
プにさす花は、まったく必要なものではなく余計
なものである。しかし、それでもって私たちは必
要性の領域を越えて生活を引き上げる。ここに、
私たちは重要な内的衝動をみてとることができ
る。より深い意味におけるゲシュタルトゥングは
常に同時に祝祭的なゲシュタルトゥングであり、
生活を祝祭へと高揚させる。生活は、退屈な習慣
的日常へと沈下するだけでなく、合目的的・理性
的な行動の領域を越えて、私たちが祝祭という概
念で言い表すような華やかな、より高い領域へも
昇る。」41）

 2 ．動きのゲシュタルトゥングについて
 そして、O .F .ボルノーは、「動きのゲ
シュタルトゥング」のゲシュタルトゥング
（Getaltung）について、形成（Formung）や
陶冶（Bildung）と区別した。彼は、Formung

について、工業製品の生産を例に挙げ、計画的・
意図的に設計されたFormungには、ゲシュタ
ルトゥングの余地はない42）としている。また、
Bildungについては、教育学の領域で使われるよ

うになった言葉である43）としている。教育的意
図をもつ体育におけるBildungは、目的運動や表
出運動を通して実現されるというのであるが、ど
ちらも教育的意図、目的や表現の意図をもったと
きにゲシュタルトゥングの可能性をなくしてしま
うと、次のように説明している。「随意運動ある
いは目的運動は、例えばハンマーで壁に釘を打
つ、あるいは鋤きで庭を掘りおこすときのよう
に、実践的な目的の達成に役立つ。この目的運動
は、その目的によってまったく明確である。それ
は、その目的をもっとも簡単で力を節約した方法
で達成しようとする。…（中略）…この目的運
動は、出来映えがよりよくなればなるほど、よ
り一層直線的に、より端的にその目的を達成す
る。それゆえ、この意味において、この目的運
動は、練習して覚え込まれ、改良されうる。それ
は、合目的性を追求して、意識的に、完全に形づ
くられ、合理化され、そして固定化され、自動化
されうる。そして、それは習得された巧みな動き
になる。…（中略）…目的運動は、確かに目的に
かなって形成され、その全体の正確さにおいて作
り出されるが、そこにはゲシュタルトゥングはあ
りえない。…（中略）…たとえ、目的運動が美し
いとしても計算された法則から純粋に実現された
もので、根源的なゲシュタルトゥングの成果とし
てでなく、技術の美という意味においてそうなの
である。」44）また、「これに対して、表出運動は、
そのなかに内的な状態が、思わずしばしば当該者
の意志に反して現れるような動きである。それ
は、それ以外に、それを達成しようとするような
目的をもたず、それ自体のなかに実現する。それ
は、怒りをこめた拳骨のなかに、あるいは好意的
な微笑みの容貌の無意識な動きのなかになど、身
振りや動作のなかに現れる。そのような表出運動
は、意識的な制御から自由になりどんな意図にも
歪曲されない。まさに、それゆえ、当該の人間の
情緒をとらえるのに特に適している。…（中略）
…しかし、表出運動もまた常にゲシュタルトゥン
グの可能性をもっているわけではない。いや、表
出運動は、自らその可能性を閉め出す。なぜなら
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ば、表出は無意識に生じ、何かの意図、ゲシュタ
ルトゥングの意図でもそれが介入するやいなや、
表出は歪められる。表出が一度形になると、それ
はもはや直接の表出ではなくなり、他の人や観客
に伝え示されるべき表出の再現になる。このよう
なとき、私たちは演劇や芸術ダンスの領域に入る
が、しかし、そこでは純粋な表出の段階をすでに
離れてしまっていることになるのである。」45）同
時にゲシュタルトゥングからも離れてしまうとい
うのである。
 そして、具体的な動きについては、この会
議の  2  日目に予定されているグルーペ（O. 

Grupe）の講演 46）でより詳しく述べられるで
あろうとしながらも、O.F.ボルノーは、採点
競技、運動の実施における姿勢、ステップなど
に言及している。特に、ステップについては、
次のように述べている。「ステップを踏むこと
（Schreiten）は動きのひとつの祝祭的形態であ
る」47）。直立歩行やステップの際には、「何か人
間に特有なものがそのなかに現れる」48）。「明ら
かに、祝祭的な動き（feierliche Bewegung）と
動きのゲシュタルトゥングとは密に関連してい
る」49）。このようなステップは、「表出でもなく
目的の決められた動きでもない。それは、また、
何かを表現する演技でもない。それはむしろ、そ
のゲシュタルテンの法則を全くそれ自体にもつよ
うな動きである。」50）

 「動きのゲシュタルトゥングは、それが一度始
まると、望むか望まないかにかかわらず、必要性
を越えて祝祭へ駆り立てられる。なぜならば、た
だ祝祭においてのみ、それが実現されるからであ
る。」51）「祝祭はただの楽しみではなく、生の充実
である。祝祭においてのみ、生はその完璧さに至
る。このことによって、身体の動きのゲシュタル
トウングは教育的な意義を獲得する。これは、た
だ体育だけの問題なのではなく、日常生活の単調
な分別を克服して祝祭に至る、そして神々しいも
のと出合う、その神々しさで生を満たすひとつの
方法である。『課題としての動きのゲシュタルト
ウング』52）は、この点に立脚するものである。」53）

 3 ． ｢動きのゲシュタルトゥング」 の特徴について
 O.F.ボルノーは、「『動きのゲシュタルト』と
いうと、まず、個々の動きの局面が統一的な調和
に向かう全体的な形態（Form）が思い浮ぶ」と
述べ、そこから「動きのゲシュタルトゥング」に
ついての特徴を読み取ることができるとして、次
の 4 つの特徴54）を挙げている。
（1）． はっきりとした始めと終わりがあって、
背景からは際立ち、全体としてまとまった
有機的な動きの流れが、豊かな形をもつ
（gestalthaft）。

（2）． 動きのゲシュタルトゥングは、人間の動
きの完璧なゲシュタルトへの意識的な形成
（Formung）である。

（3）． 動きのゲシュタルトゥングは、常に、
既に存在するまだゲシュタルトされてい
ない、あるいは少しだけしかゲシュタル
トされていないような動きを後から改良
するものである。それは、常に、既にあ
る動きの形成（Formung）を越えるもの
（Überformung）である。

（4）． 動きのゲシュタルトゥングは、個々の動き
の細部に至るまで完全に形づくることではな
い。とりわけ外から来る法則に従属されるよ
うなものではない。まだゲシュタルトされて
いない動きのなかにあるゲシュタルトゥング
の傾向を慎重に取りだし、それを必要性の制
約を越えておこる自由な完成へと導く。

 そして、彼は、次のようにまとめている。「動
きのゲシュタルトゥングは、動きの細部に至るま
で完全に形づくることではなく」55）、「成果や出来
映えを達成すること」56）でもない。「それは、すべ
ての目的的制約を越えて、自由に流れるように展
開する身体の動きにおいて、生命がすべての必要
性を越えて、崇高で、自由で、軽やかになり、そ
して、そのようななかで楽しむという感情、独特
な幸福感を得る」57）。そして、最後に、「美しく展
開する動きのこのようなゲシュタルトゥングは、
孤立した個々人だけではうまく成り立たない。確
かに個人個人は孤独でも粘り強く練習することは
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できる。しかし、ゲシュタルトゥングの喜びは連
帯を求める。美しい動きに楽しそうに目を向ける
観客の視線を求めるのである。」58）

おわりに

 以上みてきたように、リズミカルな動きの修
練、動きづくりに重きをおく体操は、「動きの基
礎修練」、「姿勢修練」、「動きの発展」を通してそ
れを実現させようとするものである。その最後
に、修練や陶冶（Schulung, Bildung）の意図、
意志を越えた「動きのゲシュタルトゥング」があ
る。O.F.ボルノーによると、これは動物にはな
い極めて人間的なものであるが、意図や意志すな
わち知的精神にコントロールされるものではな
く、ゲシュタルトゥング以外の目的をもたないも
のである。動きのゲシュタルトゥングにおいて目
指されるものは、豊かなゲシュタルトをもつ全体
としてまとまった有機的な動きの流れで、人は常
にそれをより完璧にしようとする。
 このように体操の動きの修練の最後に醍醐味
のひとつとして動きのゲシュタルトゥングがあ
り、これは共演や体操祭の発表のなかで完成さ
れる。このことから、今日、ヨーロッパを中心に
世界的な規模で行われているギムナストラーダ
（Gymnaestrada）等の体操祭も、ただ練習の成
果を発表すること以上のもので、動きの修練を完
成させるための重要な場であることが示唆され
る。
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